
■プロフィール
岸　和郎　Waro KISHI
建築家、京都大学大学院工学研究科建
築学専攻教授
1950年、横浜市生まれ。1978年、京都大学大学院
修士課程建築学専攻修了。1993年～2010年、京
都工芸繊維大学にて教鞭をとる。その間、カリフォルニ
ア大学バークレー校、マサチューセッツ工科大学で客
員教授を歴任。1993年、日本建築家協会新人賞、
1996年、日本建築学会賞、2006年、デダロ・ミノス国
際賞審査員特別賞など、国内外において受賞多数。

■建物データ
建 築 主：宗教法人GLA
設　　計：K.ASSOCIATES / Architects
施　　工：藤木工務店
所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：宗教施設
竣　　工：2013年5月
構造規模：鉄骨造　地上6階建
敷地面積：1,635.06㎡
建築面積：1,034.88㎡（南棟のみ）
延床面積：2,837.64㎡（南棟のみ）
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GLA近畿会館　K.ASSOCIATES / Architects  岸  和郎

　大阪府吹田市、交通量の多い環状道路沿いに建つ、鉄骨
造 6 階建て、宗教施設の計画である。
　幹線道路沿いのファサードには、安定した室内環境を確保
しつつ、環状道路を走る車からも容易に識別可能な建物とす
るために、外部側はプロフィリットガラス、室内側には透明ガ
ラスを用いたダブルスキン構造を採用している。半透明のガラ
スファサードは、昼間は内部の人々の動きを緩やかに映し出し、
夜になると大きな照明器具のように都市に浮かび上がる。
　高さ制限の異なるエリアにまたがって建つ建物であり、西側、
北側は高さをおさえた計画となっているが、それを利用し、最
上階以外の低層階にもトップライトを配した計画としている。
　内部は集会機能と事務機能が主であり、日常的に会員が使
用する空間、特にエントランスホール、250人収容可能な講堂、
常時開放されている聖堂には、それぞれの目的に合わせたかた
ちでトップライトからの光や、屋外の緑を導入し、都市の喧噪
の真っただ中に居ながらも、自然光あふれる静粛に満ちた空間
の中で、日々の活動が行われるよう計画した。
撮影：小川重雄写真事務所  小川重雄　第6回建築人賞奨励賞受賞作品
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

問合　近畿建築行政会議総則部会事務局
　　　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課　確認・検査グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3026）

「建築設備耐震設計・施工指針 　 
2014年版｣講習会（大阪開催）
1/16

日本建築センターでは、「建築設備耐震設計・
施工指針2005年版」の記載内容に対する質
問と回答及び平成23年3月に発生した東北地
方太平洋沖地震の被害を踏まえた知見が盛り
込まれた「建築設備耐震設計・施工指針2014
年版」の発行に伴い、これをテキストとした講習
会を開催します。
主催　（一財）日本建築センター
日時　1月16日（金）　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
受講料　12,000円　
テキスト代　7,560円
定員　100名
問合　（一財）日本建築センター
　　　Tel.03-5283-0477
http://www.bcj.or.jp/

幻燈で見る懐かしい大阪の明治・
大正・昭和の建築
 1/17

最近、見直されてきている古き良き時代の建築
を見ながら歴史建築の素晴らしさを鑑賞します。
日時　1月17日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅前）
講師　明治建築研究会代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

そぞろ歩く御堂筋提案コンクール
作品募集

（一社）日本建築協会は、2017年に創立100
周年を迎えます。同協会では100周年にむけ
て、2007年よりいくつかの継続的事業を行って
いますが、そのひとつに、大阪のまちのアイデア
を募る「大阪ええとこ そうせい（創生）プロジェク
ト」があります。今回はその第3弾として大阪の
メインストリートである御堂筋をとりあげ、御堂筋を
「さらにええとこ」にするアイデアを募ります。
賞金　最優秀作　10万円（1点）
　　　優秀作　2万円（数点）
締切　1月30日（金）当日消印有効　
　　　持参の場合当日17：00まで
詳細は、日本建築協会のHPをご覧ください。

問合　（一社）日本建築協会
　　　Tel.06-6946-6981
http://www.aaj.or.jp/

プレストレストコンクリート造建築物の
性能評価型設計施工指針（大阪開催）
2/20

日本建築学会では、「プレストレストコンクリート
造建築物の性能評価型設計施工指針（案）・
同解説」の主要内容を的確に把握いただくため
の講習会を実施します。
主催　日本建築学会構造委員会プレストレ
　　　ストコンクリート構造運営委員会
日時　2月20日（金）　11：00〜16：30
会場　エル・おおさか（大阪府立労働センター）
　　　5階視聴覚室
　　　大阪市中央区北浜東3-14
定員　100名
参加費　本会会員18,000円（テキスト代含）
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

第31回茶室見学会 廣誠院
2/21

廣誠院は、薩摩藩の普請責任者である伊集院
兼常が営んだ屋敷で、茶室は賀茂川の水を引い
た流れの上に浮かぶ珍しい造りとなっています。
今回も中村先生ならではの貴重なお話とともに
お楽しみください。
日時　2月21日（土）　14：00〜16：30（予定）
講師　中村昌生（京都工芸繊維大学名誉教授）
見学先　廣誠院
　　　　京都市中京区河原町通二条下ル東
　　　　入ル一之船入町538-1
集合　現地（最寄駅：京阪 三条／京都市営
　　　　　  地下鉄東西線 京都市役所前）
定員　30名（申込み多数の場合は日本建築

協会個人会員最優先の先着順）
参加費　一般5,000円
締切　2月9日（月）
申込　①催し名「茶室見学会」、②氏名、③日

本建築協会会員・一般の別、④職場
名、⑤参加証送付先住所、⑥連絡先電
話番号を明記しFAXまたはE-mailにて
下記までお申し込みください。

申込・問合　（一社）日本建築協会（藤巻）
　　　　　  Tel.06-6946-6981
　　　　　  Fax.06-6946-6984
　　　　　  E-mail:jigyoka@aaj.or.jp

「コンクリートの調合設計指針ならびに
品質管理指針」改定講習会（大阪開催）
2/25

日本建築学会では、近年、コンクリートの調合設
計や品質管理を取り巻く様々な環境が大きく変
化したことから、約15年ぶりに調合設計指針及
び品質管理指針の大幅な見直しを行いました。
同指針の改定講習会を実施します。
主催　日本建築学会材料施工委員会鉄筋コ
　　　ンクリート工事運営委員会
日時　2月25日（水）　9：30〜16：30
会場　大阪科学技術センター4階401号室

　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　100名
参加費　本会会員18,000円（テキスト代含）
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

「建築物荷重指針｣改定講習会
（大阪開催）
3/5

建築物荷重指針・同解説は、最新の研究成果・
建築設計環境の変化への対応を盛り込み、
2015年に第5版が刊行されます。特に現在の
構造設計に合わせた改定、津波荷重と衝撃荷
重という新しい対応への方針、東日本大震災の
被害からの教訓なども組み入れた改定が行わ
れたのが今回の特徴です。この「建築物荷重
指針・同解説」改定版をテキストに講習会を実
施します。
主催　（一社）日本建築学会
日時　3月5日（木）　10：20〜17：30
会場　大阪科学技術センター8階大ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
受講料　本会会員15,000円（テキスト含）
定員　280名
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

「建物の火害診断および補修・補強
方法指針｣改定講習会（大阪開催）
3/6

日本建築学会防火委員会では、2010年に
「建物の火害診断および補修・補強方針指針
（案）・同解説」を刊行し、この指針（案）の講習
会での様々なご意見と指針化への強いご要望
を受けて、5年の歳月をかけ議論・検討を重ね、
今般、同会の指針として発行しました。本指針
の講習会を実施します。
主催　（一社）日本建築学会防火委員会
日時　3月6日（金）　13：00〜16：45
会場　大阪科学技術センター403室
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
受講料　本会会員11,000円（テキスト代含）
定員　60名
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

京都国立近代美術館
「現代美術のハードコアはじつは世界の宝であ
る展 ヤゲオ財団コレクションより」
3/31〜5/31

質・規模ともに世界トップクラスといわれるヤゲ
オ財団（台湾）の会長、ピエール・チェン氏が25
年をかけて収集した現代美術コレクションの中
から、著名作家の代表作約70点を展示します。
また、それらの作品を通し、現代美術とコレク
ター、美的価値と経済的価値、現代美術におけ
る西洋と東洋の関係を考える場ともします。
会期　3月31日（火）～5月31日（日）
時間　9：30～17：00（金曜20時まで。入館
　　　　　　　　　  は閉館30分前まで）
休館日　月曜(但し、5/4は開館)
観覧料　一般1,200円（前売1,000円）

会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111

大阪市立美術館
コレクション展
1/10〜2/8

■天来 ―降り来たる神仏―
人々の願いや祈りに応じ、時として神仏はこの
世へと降り立ちます。往生者を迎えに来る来迎
図の阿弥陀聖衆、釈迦の元に向かう涅槃図の
摩耶夫人。彼岸と此岸がつながる様々な瞬間、
天からあらわれる神仏の姿をご覧ください。
■平成26年新指定重要文化財特集
―狩野派の山水・花鳥図屏風―
田万コレクションの狩野宗秀筆「四季花鳥図
屏風」と兵庫・太山寺の寄託作品「四季山水
図屏風」が、新たに重要文化財に指定されまし
た。両作品を含む室町〜桃山時代の狩野派に
よる山水・花鳥図屏風を特集展示します。
以下、コレクション展「天来―降り来たる神仏
―」「―狩野派の山水・花鳥図屏風―」共通
会期　1月10日（土）〜2月8日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜（祝日の場合開館、翌平日休館）
会場　大阪市立美術館（天王寺公園内）
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82　
入館料　一般300円
問合　大阪市立美術館
　　　Tel.06-6771-4874
http://www.osaka-art-museum.jp/

豊中市震災対策木造住宅除却補
助制度

平成19年度に策定された豊中市住宅・建築
物耐震改修促進計画において、平成27年度
の耐震化率90%を目標とし、平成9年度から
行っていた耐震診断補助に加え、平成20年
度に耐震改修補助を、平成25年度には耐震
設計補助を行い、耐震化率の向上に努めて
きました。今回、これらに加え、新たな耐震
化の選択肢として、建物を除却しようとする
方に対しても補助を行うことになりました。
この補助制度は、平成28年3月31日までで
す。要件等詳細はお問い合わせください。
問合　豊中市都市計画推進部土地利用調整
　　　センター建築審査課
　　　Tel.06-6858-2422

「低炭素建築物の認定制度」を創設
（大阪市）

大阪市内の市街化区域で低炭素化のための
建築物の新築等をしようとする方は、大阪
市に認定を申請することができます。認定を
受けた建築物には、税制優遇や容積率の特
例があります。詳しくはHPをご覧ください。
問合　大阪市都市計画局建築指導部建築確認課
　　　Tel.06-6208-9298 
http://www.city.osaka.lg.jp/toshikeikaku/
page/0000192192.htm/

「近畿建築行政会議 建築基準法 
共通取扱い集」にかかる質問と回
答の公表について

近畿圏内の特定行政庁及び指定機関から構
成する近畿建築行政会議では、平成26年５月
１日に「近畿建築行政会議　建築基準法共
通取扱い集」を発刊し説明会を開催しました。
説明会後の共通取扱い集に対する質問への
回答を取りまとめ、大阪府建築士会のホーム
ページで公表しています。
具体の運用については審査機関、特定行政庁
まで、共通取扱い集の取り組みについては下
記の近畿建築行政会議総則部会事務局まで
お問い合わせください。

建築士法にもとづく建築技術講習会
外装タイルの剥落の課題と対策
3/6（開催予告）

タイルは建築の外装として魅力ある材料です
が、剥離・剥落が大きな課題となっております。
そのため、対策として業界全体で新工法の開発
が取り組まれています。今回の講習会を機にあ
らためてタイルの歴史をたどりながら、新工法を
提案させていただき、設計・施工に役立てていた
だければと考えております。
日程　3月6日（金）
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　タイルの基礎知識、外装タイルの剥離、
　　　剥落の原因と対策等
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般5,500円（テキスト代含）
※その他詳細は決定次第、本会ホームページ
　に掲載いたします。

入居者・スタッフ目線で見た
「高齢者居住施設セミナー」
2/18 CPD 2単位（予定）

高齢者を取り巻く環境は年々変化し続けていま
す。そういったポイントを抑えながら、スタッフや
入居者の視線から居住施設で起こる事例を徹
底検証・解析し、設計配慮のポイントを説明しま
す。会員の方はもちろん一般の方の参加も大
歓迎です。
日時　2月18日（水）　15：00〜17：00
会場　LIXILショールーム大阪　
　　　大阪市北区大深町4-20 
　　　グランフロント大阪タワーA 11階 
講師　矢作　聡　すまいづくりネット主宰
　　　　　　　　（福祉環境アドバイザー）
定員　60名（申込み先着順）
参加費  無料
締切　2月10日（月）

建築士の会　南河内
「誉田中学校円形校舎解体お別れ見学
会・誉田八幡宮・応神天皇陵周辺見学」
2/28　CPD3単位（予定）

今回は昭和31年に建設された誉田中学校の
円形校舎棟の見学会を開催いたします。円形
校舎は、昭和30年代に多く建てられました。しか
し、現在はその多くが築50年を経て、解体され
ています。見学する円形校舎も新校舎建設に
伴い、夏に解体されます。昭和の名建築を見る
良い機会ですので、是非、ご参加ください。
とき　2月28日（土）　13：00〜17：00
募集　30名（申込先着順）
参加費　1,000円（資料代含む、入館料別）
行程　13：00〜 古市駅改札前集合・受付
　　　13：30〜15：30 誉田中学校円形校舎見学

（新校舎は外観のみ見学可）
　　　16：00〜17：00 誉田八幡宮境内見学

（本殿・宝物殿・太鼓橋等）
　　　17：30〜19：30 懇親会
※懇親会参加の場合は、別途会費要
申込　社会貢献委員会
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成26年度建築士定期講習
3/25　CPD6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建築
士で、平成23年度に本講習を受講された方が
対象です。尚、平成23年度以前に建築士試験
に合格し本講習を未受講の方も、本年度中に
必ず受講してください。
日時・会場　3/25（水）　9：30〜17：30
　　　　　 大阪国際会議場、定員600名
　　　　　 会場コード5C-53
申込締切日　2/27（金）申込書必着
※大阪での申込受付は簡易書留での郵送の
　みです。
※定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成26年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
1/30　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。耐震改
修促進法により耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断は、日本建築防災協会が実施
する登録講習を受講修了する必要があります。）
日程　1月30日（金）
時間　11：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　150名（定員になり次第締切）
受講料　主催・後援団体会員5,000円、
　　　　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

日本建築士会連合会主催
建築相談の実務と注意点
〜建築相談委員のための講習会〜
1/27　CPD4単位

建築士が、施主をはじめとする消費者からの建
築紛争等の相談に関するノウハウを取得してい
ただくことは、日常業務における紛争リスクを減
少させ、業務を円滑に進めることに繋がることか
ら多くの建築士の受講をお待ちしております。
日時　1月27日（火）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館5階会議室
内容　①法律家から見た建築相談実務の注

意点②建築紛争処理に係る法律の基
礎知識③建物調査技術の基礎知識④
調査報告書の作成業務

定員　70名（申込先着順）
参加費　会員2,000円、会員外4,000円
　　　　（受講料、テキスト代、受講証明書代含む）

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築設計のためのBIM活用講習会
2/26（開催予告）

建築設計業務において、コンピュータで仮想の
3Dモデルを作りながら設計するBIM（ビルディ
ング・インフォメーション・モデリング）という設計
手法が急速に普及し始めています。本講習会
では、実際にBIMを活用している設計事務所か
ら講師を迎え、メリットや導入方法の解説をはじ
め、「手法や作成時間」「どこまで自動処理がで
きるのか」「2D-CADやCGとの違い」といった
様々な疑問を解消します。また、ソフトウエア大
手4社の解説による比較も行います。
日程　2月26日（木）
会場　大阪府建築健保会館6階
協賛　エーアンドエー株式会社（Vectorworks）
　　　オートデスク株式会社（Revit）
　　　グラフィソフトジャパン株式会社（ArchiCAD）
　　　福井コンピュータアーキテクト株式会社
　　　（GLOOBE）
※その他詳細は決定次第、本会ホームページ
　に掲載いたします。

重要文化財 狩野宗秀 四季花鳥図屏風 左隻（部分）
桃山時代 大阪市立美術館蔵（田万コレクション）

重要文化財 涅槃図（部分）
南北朝時代・建武2年（1335）

大阪・長宝寺蔵

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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れ
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
洋
酒
が

漏
れ
る
か
ら
だ
。
洋
酒
は
何
年
も
、
時
に
は
何
十

年
も
の
間
熟
成
さ
れ
て
造
ら
れ
る
、
樽
も
そ
の
時

間
の
経
過
に
耐
え
る
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
材

料
選
び
か
ら
製
造
ま
で
一
切
の
妥
協
は
許
さ
れ
な

い
。
そ
ん
な
中
で
、
昭
和
洋
樽
製
作
所
に
は一
流

の
洋
樽
を
作
り
続
け
、
材
料
を
見
る
目
や
加
工

す
る
技
術
を
徹
底
的
に
磨
き
続
け
て
き
た
歴
史

と
自
負
が
あ
る
。
そ
の
経
験
と
技
術
は
そ
の
ま
ま

一流
の
木
材
を
知
り
、見
分
け
る
目
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
事
に
疑
い
の
余
地
は
無
く
、
そ
の
技
術
は
今
に

確
り
と
受
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の一
流
の

木
材
を
扱
い
続
け
る
中
で
、
こ
れ
を
樽
以
外
の
物

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ビ
ス
ポ
ー
ク・ド・テ
ー
ラ
ー

文　

渕
側　

晋

に
も
使
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
始
め
た
の
が

現
在
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
と
し
て
の
活
用
だ
っ
た
。

良
質
の
材
を
扱
い
そ
の
選
美
眼
を
培
っ
た
昭
和
洋

樽
製
作
所
が
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
の

は
あ
る
意
味
納
得
が
い
く
の
だ
が
、
で
は
何
故
、

企
画
、
提
案
か
ら
、
施
工
ま
で
を
一
貫
し
て
扱
う

様
に
な
っ
た
の
か
。事
業
を
始
め
た
当
初
、他
の
メ
ー

カ
ー
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
扱
っ
て
施
工
し
た
事
が

あ
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
す
る
と
下
地
と
な
る
土
間

の
含
水
率
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
の
か
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
材
が
反
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
だ
。
メ
ー
カ
ー
に
そ

の
事
を
伝
え
た
と
こ
ろ
全
く
取
り
合
っ
て
も
ら
え

ず
、
施
工
の
た
め
の
適
正
な
条
件
を
尋
ね
て
も
何

の
デ
ー
タ
提
供
も
無
か
っ
た
の
だ
と
言
う
。
そ
の一

件
を
教
訓
に
し
て
、
人
に
頼
っ
て
は
い
け
な
い
、
全

て
の
責
任
を
引
き
受
け
る
覚
悟
が
な
け
れ
ば
良
い

も
の
な
ど
造
れ
な
い
の
だ
と
知
っ
た
の
だ
と
言
う
。

そ
し
て
、
洋
樽
が
長
い
時
間
の
経
過
に
耐
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
も
又
、

永
い
時
の
経
過
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
為
に
は
、
他
者
に
責
任
を
転
嫁
せ

ず
全
て
の
責
任
を
自
分
達
で
引
き
受
け
、
木
材

選
び
か
ら
、
企
画
、
提
案
、
施
工
管
理
ま
で一
貫

し
て
行
う
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
行
っ
た
の
だ
と
い

う
。
よ
く
﹁
そ
ん
な
面
倒
な
事
を
し
て
い
て
は
儲

か
ら
な
い
だ
ろ
う
﹂
と
指
摘
を
受
け
る
の
だ
と
い

う
。
確
か
に
、
と
前
置
き
を
し
な
が
ら
、
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
た
。
八
十
年
以
上
も

続
く
老
舗
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
数
年
前
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
製
品
カ
タ
ロ
グ
を
作
っ
た
の
だ
と
い

う
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
作
り
始
め
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、

カ
タ
ロ
グ
は
持
た
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
、そ
の
訳
を
、

﹁
確
か
に
カ
タ
ロ
グ
販
売
を
始
め
、
注
文
を
受
け

て
出
荷
す
る
事
に
特
化
す
れ
ば
効
率
よ
く
利
益

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

そ
れ
で
は
本
当
に
善
い
も
の
を
作
れ
無
い
の
で
は
無

い
か
と
い
う
思
い
が
残
る
。
全
て
に
責
任
を
持
っ
て
、

か
か
わ
り
続
け
る
事
で
、
本
当
に
良
い
も
の
を
作

り
た
い
。そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。﹂と
語
っ
て
く
れ
た
。

受
継
が
れ
て
ゆ
く
伝
統
と
技
術

　

で
は
、
昭
和
洋
樽
が
考
え
る
良
い
も
の
と
は
何

か
。
そ
れ
を
様
々
な
会
話
の
中
か
ら
見
て
ゆ
き
た

い
。
昭
和
洋
樽
で
は
基
本
的
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材

に
着
色
を
殆
ど
し
な
い
の
だ
と
い
う
、
そ
れ
は
様
々

な
木
が
持
っ
て
い
る
樹
種
ご
と
の
魅
力
を
最
大
限

に
味
わ
っ
て
欲
し
い
か
ら
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、

着
色
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
材
が
持
つ
色
味
や
ニュ

ア
ン
ス
を
少
し
強
調
す
る
レ
ベ
ル
に
留
め
る
の
だ
そ

う
で
、
そ
こ
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
木
本
来
の
美
し

さ
に
拘
っ
て
ゆ
く
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
で
は
、

平
凡
な
製
品
が
並
ぶ
の
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
無
垢
材
の
複
合
パ
タ
ー

ン
で
は
材
の
貼
り
分
け
で
幾
何
学
パ
タ
ー
ン
や
有

機
形
態
柄
を
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
み
な
、

異
な
っ
た
樹
種
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
が

持
つ
色
味
を
活
か
し
て
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
。
勿
論
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
単
一
樹
種
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
も
豊
富
に
そ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
て
、
そ
の

材
が
持
つ
持
味
を
最
大
限
に
活
か
し
た
製
品
に
と

仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
の一
室
で
は
ア
フ
ゼ
リ
ア
と
い
う
橙
色
が
か
っ

た
材
を
ベ
ー
ス
に
、ハ
ー
ド
メ
イ
プ
ル
、ホ
ワ
イ
ト
オ
ー

ク
、
な
ど
の
淡
色
系
の
材
、
濃
い
色
に
ウ
ェ
ン
ジ
な

ど
の
無
垢
材
を
面
な
し
で
貼
り
わ
け
、
岩
陰
か

ら
イ
ル
カ
が
群
れ
泳
ぐ
様
を
表
現
し
た
の
だ
そ
う

だ
。
勿
論
こ
れ
も一切
着
色
し
て
い
な
い
。
そ
の
上
、

床
暖
房
対
応
と
い
う
厳
し
い
条
件
で
あ
っ
た
そ

だ
。
又
、
別
の
物
件
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
物

を
と
求
め
ら
れ
、
巾
３
５
０
ミ
リ
長
さ
６
５
０
０

ミ
リ
、
厚
さ
５
ミ
リ
の
表
面
を
あ
え
て
荒
く
仕
上

げ
た
ウ
ェ
ン
ジ
を
用
い
た
、
無
垢
材
挽
き
板
合
板

を
製
品
化
し
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
、
原
木
そ
の
ま

ま
の
様
な
趣
き
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
ん
な
事
例

も
あ
る
。
無
垢
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
は
施
工
後
、
隙

間
が
出
来
る
事
は
半
ば
常
識
の
様
に
も
言
わ
れ
て

い
る
、
し
か
し
、
昭
和
洋
樽
で
は
国
宝
法
隆
寺
の

大
宝
蔵
殿
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
無
垢
の
ホ
ワ
イ
ト

オ
ー
ク
柾
目
で
手
掛
け
た
。
国
宝
が
展
示
さ
れ
る

場
に
相
応
し
い
も
の
を
と
、
求
め
ら
れ
て
出
し
た

答
え
な
の
だ
が
、
完
成
か
ら
約
二
十
年
が
経
ち
延

べ
の
来
場
者
数
は
三
千
万
人
を
超
え
る
が
、
こ
れ

ま
で
一
枚
の
補
修
も
無
い
の
だ
と
い
う
。
何
故
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
に
は
、
一
流
の
材
を
選
別
す
る
目

は
勿
論
の
事
、
貼
り
方
に
工
夫
が
在
る
の
だ
と
い

う
。
そ
の
現
場
で
は
、
数
枚
の
床
材
を
正
方
形
に

一つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
、
そ
れ
を
市
松
状
に
方
向
を

変
え
て
貼
る
事
で
、
意
匠
的
な
独
創
性
を
表
現

す
る
と
共
に
、
互
い
が
互
い
を
突
っ
張
り
合
う
事

で
、歪
み
を
生
じ
さ
せ
な
く
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、
色
柄
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

ど
ん
な
場
所
に
、
ど
ん
な
条
件
で
使
わ
れ
る
の
か
、

ど
ん
な
事
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
を
理
解
し
、

そ
れ
ら
求
め
に
的
確
に
、
期
待
以
上
に
応
え
続
け

る
姿
が
見
て
取
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
在
る
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
様
な
、
高
い
美
意
識
と
、
材
へ

の
豊
富
な
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
技
術
力
を

知
る
思
い
と
な
り
、
改
め
て
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
お

け
る
、
ビ
ス
ポ
ー
ク
・
ド
・
テ
ー
ラ
ー
と
い
う
感
を

強
く
し
た
。
で
も
無
垢
材
は
贅
沢
だ
と
思
う
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
考
え
て
み
て
欲
し
い
、
無
垢
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
は
表
面
を
磨
け
ば
、
元
の
美
し
さ
が
蘇
り
、

何
時
ま
で
も
使
い
続
け
る
事
が
出
来
、
そ
の
空
間

の
中
に
在
っ
て
、
何
時
ま
で
も
豊
か
な
時
間
を
醸

し
出
し
続
け
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
洋
樽
が
最

高
の
洋
酒
を
熟
成
さ
せ
続
け
て
ゆ
く
の
と
同
じ
様

に
で
あ
る
。
自
然
物
で
あ
る
木
に
は
そ
う
し
た
力

が
在
る
、
そ
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
い

う
の
が
、
昭
和
洋
樽
製
作
所
の
願
い
で
あ
る
と
も

感
じ
ら
れ
た
。
木
に
は
い
く
つ
か
の
ラ
ン
ク
が
在
る

の
だ
と
い
う
、
全
て
を
最
高
ラ
ン
ク
で
揃
え
な
く

て
も
、
上
か
ら
三
つ
目
位
ま
で
を
混
ぜ
て
使
う
事

で
、
随
分
と
美
し
い
床
面
を
作
る
事
が
出
来
る
と

言
う
。
そ
う
し
た
美
し
い
木
の
床
を
、
子
供
達
に

こ
そ
使
っ
て
欲
し
い
、
美
し
い
物
に
触
れ
て
育
っ
た

幸
せ
な
記
憶
は
、
豊
か
な
未
来
を
拓
い
て
行
く
と

感
じ
た
と
共
に
、
本
当
の
上
質
と
は
何
か
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
、
今
回
の
取
材
で
も
あ
っ
た
。

洋樽は長い時間の経過に耐える

匠
の
巧  

■  

株
式
会
社
昭
和
洋
樽
製
作
所



2015.01  建築人 8

Gallery 建築作品紹介

9 2015.01  建築人

Gallery 建築作品紹介 設計：KAJIMA DESIGN
施工：鹿島建設

初等中等教育の 12 年間に 4-4-4 制一貫教育を導入し、小学校高学年と中
学生・高校生約 2000 名が学ぶキャンパスである。楕円形のメディアセ
ンターを中心に 6 棟の教室棟を配置し 3 層吹抜のアトリウム空間が繋ぐ
構成とした。旧キャンパスより拡充されたグラウンドや体育館の運動施
設をはじめ、1060人収容の大ホール（清和会記念ホール）や和室（瑞兆軒）、
研修施設など充実した環境が整う。日本最先端のエコスクールを目指し
自然エネルギー利用による消費 50％減と創エネにより、収支をゼロに
する「ゼロエネルギーアトリウム」など様々な工夫を行い、国交省の建
築物省 CO2 先導事業に採択された。　　（中江哲、荒井康昭、三谷帯介）

所 在 地：京都府長岡京市
用　　途：学校
竣　　工：2014.7
構造規模：RC造（一部S造）
　　　　　　地下1階
　　　　　地上6階
敷地面積：42,483.32㎡
建築面積：11,344.22㎡
延床面積：38,778.55㎡
写　　真：エスエス大阪

立命館中学校・高等学校  長岡京キャンパス
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Gallery 建築作品紹介

住友倉庫により淀屋橋に建設された BCP を強化した免震構造のオフィス
ビル。基準階は一辺約 30m のスクエアな無柱の執務空間としてテナントレ
イアウトの自由度を高め、フルハイトサッシュにより開放的で明るい窓周り
を実現。また、既存地下躯体の全面的利用、基礎免震層を利用したサー
マルトンネルによる空調負荷低減、全館 LED 照明や自動調光センサーに
よる照明使用電力の削減、太陽光発電パネルによる自然エネルギーの活用
等、環境配慮と省エネを志向。外装は重厚な建物が集積する街にふさわし
く石張りを基調としつつも街に埋没しない個性を備え、オフィスフロアの特
徴を体現したコーナー部の表情により、街角の景観を印象的なものとした。

所 在 地：大阪市中央区
用　　途：事務所
竣　　工：2014.4
構造規模：S造（一部SRC造）
　　　　　地上 10 階
　　　　　地下 1 階
敷地面積：1,675.82㎡
建築面積：1,072.77㎡
延床面積：12,088.03㎡
写　　真：東出清彦
　　　　　写真事務所

ナカライテスク大阪営業所 設計：日建設計
施工：五洋建設

ナカライテスク株式会社は研究所、大学等への試験薬を取扱う企業であ
る。三方を緑に囲まれた敷地にアカデミックかつ明るい建築を目指した。
傾斜地で先端の尖った特徴的な敷地形状を活かし、エントランス上部は
三角形のキャンティレバーとし、アプローチからの印象的な外観を形成
した。地下 1 階、1 階を RC 造、2 階を鉄骨アウトフレームとすること
で、シンプルかつダイナミックな構成とし、新たな船出をイメージさせ
る外観とした。2 階事務室は 16.2m スパンの無柱空間で三方を開口部と
し、フレキシブルかつ公園を借景とした、明るく四季の移り変わりを体
感できる空間とした。　　　　　　　　　　　　（一階聡之／紀田健志）

所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：事務所
竣　　工：2014.6
構造規模：RC、SRC・S造
　　　　　地上 2 階
　　　　　地下 1 階
敷地面積：1,077.75㎡
建築面積：513.02㎡
延床面積：1,177.40㎡
写　　真：SS 大阪

淀屋橋ミッドキューブ 設計：日建設計
施工：鹿島建設
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Gallery 建築作品紹介 社会福祉法人 雙樹苑  第 2 善児園 設計：田中都市建築事務所
施工：日本建設

子供たちを成長させてくれる「地域への開放性」と、子どもたちに危害
を及ぼす「社会的外敵に対する閉鎖性」、この二律背反にどのように折
り合いをつけるべきか。また、都市型の狭小な敷地において、一日の大
半の時間をおくる乳幼児たちの快適性をいかに確保すべきか。1 階の門
扉は野太い鉄製門扉を、そのすぐ内側に電気錠の仕込んだ全面ガラスの
軽快な玄関扉を配した。昼間のガラス扉は視覚的に解放され、そして夜
は鉄製門扉で完全に閉じられるのだ。2 階以上は全面ガラスのサッシで
外部に開かれているが、そこに映し出される街路樹のイチョウは四季の
変化を表わしてくれるだろう。　　　（田中義久／田中都市建築事務所）

所 在 地：大阪市港区
用　　途：保育所
竣　　工：2014.8
構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：134.40㎡
建築面積：109.02㎡
延床面積：471.76㎡
写　　真：Buddy’Ｐ

竹中大工道具館 新館 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

創設 30 周年を機に移転する竹中大工道具館新館は、時を超え脈 と々伝わる
職人技を現地現物で感じ、職人の心意気を後世に伝えることを第一とした。
六甲山の麓の“都市の中の森”とも言える環境で、樹木の伐採は最小限に、
既存の茶室・管理棟と併せて和風瓦屋根が緑の中に点在する風景を目指して、
建物は平屋の佇まいとした。地下 2 層には常設展示室と木工教室を、地上部
には鉄と木のハイブリッドによる鞘堂形式の多目的ホールを設けた。大工・左
官等の伝統的職人技術に加え、アルミ輻射天井やコンクリート・鉄骨の現代
技術を空間の随所に編み込むことで“人と自然をつなぎ、伝統と革新をつなぐ”、
ものづくり精神の結晶となる建築を目指した。（小幡剛也・須賀定邦・中西正佳）

建 築 主：竹中大工道具館
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：博物館
竣　　工：2014.4
構造規模：S 造・RC 造
　　　　　地下 2 階
　　　　　地上 1 階
敷地面積：2,744.30㎡
建築面積：538.97㎡
延床面積：1,884.05㎡
写　　真：古川泰造
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

や
は
り
実
物
を
見
な
け
れ
ば
、
建
物
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
改
め
て
そ
う
思
っ
た
。

二
〇
一
三
年
夏
に
香
川
県
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た

生
誕
一
〇
〇
周
年
丹
下
健
三
建
築
展
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
年

九
月
初
旬
に
初
め
て
見
学
す
る
機
会
を
得
た
の

が
、
こ
の
山
梨
文
化
会
館
だ
。
建
築
雑
誌
な
ど
で

繰
り
返
し
紹
介
さ
れ
る
た
び
に
、
竣
工
写
真
に
写

る
南
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
と
対
峙
す
る
そ
の
力
強

い
外
観
の
造
形
に
魅
せ
ら
れ
、
い
つ
か
は
訪
ね
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
す
で
に
二
〇
〇
三
年
に

D
O

CO
M

O
M

O
 

一
〇
〇
選
に
も
選
定
さ
れ
て
お

り
、
一
九
六
〇
年
代
の
丹
下
健
三
を
代
表
す
る
建

築
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
見
学
す
る
ま

で
は
、
山
梨
文
化
会
館
と
い
う
名
称
か
ら
、
公
立

の
文
化
施
設
と
勘
違
い
し
て
い
た
。
実
際
に
は
、

山
梨
日
日
新
聞
社
、
山
梨
放
送
、
印
刷
の
又
新
社

︵
現
・
サ
ン
ニ
チ
印
刷
︶
の
三
社
の
総
合
社
屋
で

あ
り
、
建
物
の
名
称
に
は
、﹁
こ
こ
か
ら
文
化
を

発
信
し
よ
う
。
こ
こ
で
山
梨
の
文
化
を
創
造
し
て

い
こ
う
。
そ
の
拠
点
と
な
る
場
所
を
︱
﹂
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　

新
宿
駅
始
発
の
特
急
列
車
あ
ず
さ
号
に
乗
り
、

約
一
時
間
半
で
甲
府
駅
に
到
着
す
る
。
駅
を
降
り

る
と
、
目
の
前
に
建
物
が
見
え
る
。
周
囲
で
は
区

画
整
理
が
進
み
、
隣
地
に
は
二
〇
一
二
年
に
県
立

図
書
館
も
開
館
す
る
な
ど
、
こ
の
間
、
周
辺
環
境

は
激
変
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
独
特
な

存
在
感
を
醸
し
出
す
建
物
は
超
然
と
し
て
い
た
。

　

設
計
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
六
一
年
、
丹
下
の

代
表
作
と
な
る
国
立
屋
内
総
合
競
技
場
や
東
京
カ

テ
ド
ラ
ル
の
設
計
時
期
と
も
そ
の
ま
ま
重
な
る
。

時
代
は
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
と
勢

い
を
急
速
に
増
し
て
い
た
。そ
ん
な
追
い
風
の
中
、

丹
下
は
、
広
島
ピ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
香
川
県
庁
舎

で
得
た
確
か
な
手
ご
た
え
を
踏
ま
え
て
、
建
築
か

ら
都
市
へ
と
そ
の
設
計
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
切

り
拓
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
そ

う
し
た
当
時
の
時
代
状
況
と
丹
下
の
思
い
は
、
竣

工
時
の
掲
載
誌﹃
新
建
築
』︵
一
九
六
七
年
四
月
号
︶

の
誌
面
に
も
良
く
表
れ
て
い
た
。
全
体
が
﹁
建
築

か
ら
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
へ
﹂
と
題
さ
れ
た
特
集

で
構
成
さ
れ
、そ
こ
に
は
、地
震
で
壊
滅
し
た
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
都
市
の
再
建
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
求
め
た
国
際
指
名
コ
ン
ペ
で
一
等
を
獲
得

し
た
ス
コ
ピ
エ
計
画
や
東
京
で
進
め
ら
れ
て
い
た

築
地
・
電
通
計
画
と
い
う
大
き
な
都
市
計
画
と
共

に
、
こ
の
山
梨
文
化
会
館
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
丹
下
は
、
別
の
掲
載
誌
で
は
、
一
九
六
〇

年
代
以
後
の
建
築
に
求
め
ら
れ
る
課
題
と
し
て
、

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
山
梨
文
化
会
館
に
は
、
ど
こ
か
未
完
成
さ
の

表
現
、
あ
る
い
は
別
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
成
長
と

変
化
へ
の
暗
示
が
含
ま
れ
て
い
る
か
と
思
う
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
空
間
の
な
か
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
組
織
が
立
体
格
子
の
よ

う
に
見
え
て
い
る
か
と
思
う
。
も
し
も
、
こ
う
し

た
特
徴
が
、か
す
か
に
で
も
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
意
図
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
い
た
る

現
代
建
築
の
第
一
期
と
、一
九
六
〇
年
代
以
後
の
第

二
期
と
を
区
別
す
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

︵
中
略
︶
次
の
二
つ
の
側
面
に
つ
き
る
か
と
思
う
。

　

第
一
の
側
面
は
、
現
代
文
明
社
会
が
も
っ
て

い
る
生
産
力
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
周
辺
か

ら
環
境
全
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な

姿
を
刻
々
に
成
長
さ
せ
変
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。︵
中
略
︶
第
二
の
側
面
と
は
、
現
代
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
現
代

文
明
社
会
に
お
け
る
組
織
の
高
度
化
だ
と
思
う
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
建
築
や
都
市
に
お

け
る
空
間
組
織
に
も
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
現
代
社
会
文
明
に
お
い
て
、
空
間
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
と
と
も
に
、
空
間

は
、
よ
り
高
次
に
有
機
体
化
し
つ
つ
あ
る
と
も
い

え
よ
う
。︵
中
略
︶
建
築
や
都
市
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
は
、
空
間
の
な
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を
可
視
な
も
の
と
し
て
ゆ

く
操
作
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。﹂

︵
丹
下
健
三
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
の
空
間
﹂﹃
建
築
文
化
』
一
九
六
七
年
四
月
号
︶

　

こ
う
し
た
言
葉
か
ら
も
、
急
速
に
発
達
し
た

都
市
の
現
実
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
建
築
が

固
定
的
で
静
的
な
存
在
で
は
な
く
、
成
長
と
変
化

を
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
、
空
間
の
中
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を
可
視
化
す

る
必
要
性
が
自
覚
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
建
物
は
、
放
送
局
と
新
聞
社
、

印
刷
工
場
、
地
域
に
開
か
れ
た
公
共
ス
ペ
ー
ス
と

い
う
四
つ
の
異
な
る
機
能
の
複
合
体
で
あ
り
、
設

計
条
件
と
し
て
、
将
来
の
増
築
や
改
変
が
可
能
な

空
間
の
構
築
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ト
イ
レ
や
給
排
水
の
シ
ャ
フ
ト
、
空
調
機

械
室
や
設
備
配
管
用
シ
ャ
フ
ト
で
構
成
さ
れ
た
直

径
約
五
ｍ
の
円
筒
コ
ア
︵
中
空
の
構
造
柱
︶
十
六

本
と
大
梁
か
ら
構
成
さ
れ
た
巨
大
な
立
体
格
子
と

い
う
構
築
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
見
学
に
訪
れ
て
、

結
果
的
に
良
か
っ
た
と
思
え
た
の
は
、
地
上
八
階

建
て
、
柱
間
の
グ
リ
ッ
ド
が
約
十
五
×
十
七
ｍ
と

い
う
、
巨
大
過
ぎ
な
い
規
模
で
あ
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
丹
下
に
設
計
を

依
頼
し
た
人
々
の
思
い
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。
普
段
使
い
の
空
間
に
成
熟
感
が

漂
い
、
幸
福
感
に
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
丹

下
の
記
し
た
意
味
と
は
異
な
る
が
、
や
は
り
建
築

は
生
き
も
の
で
あ
り
、
依
頼
者
や
利
用
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
総
量
を
正
直
に
示
す
も
の

な
の
だ
と
思
う
。
免
震
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

の
建
物
が
末
永
く
生
き
続
け
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

4 階の屋上庭園

甲府駅側から見る建物全景

山梨文化会館　1966 年
立体格子による都市建築の試み

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2015

第７回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第７回 対象作品
「建築人」2014 年１月号から 2014 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2015 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長

記憶の建築
松隈　洋
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本
的
な
マ
ナ
ー
を
心
得
て
お
く
だ
け
で
対
応
で

き
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
へ
の
対
応
は
、
今
や
特
別
な
技
術
で

は
な
く
誰
も
が
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー

で
あ
る
と
い
う
思
い
の
も
と
、
基
本
的
な
向
き

合
い
方
や
サ
ポ
ー
ト
を
学
ぶ
﹁
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

マ
ナ
ー
検
定
﹂
と
い
う
資
格
事
業
を
昨
年
八
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
は
、
他
国
に
類
を
見

な
い
速
度
で
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高

齢
化
先
進
国
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
歴
史
の
あ
る
も
の
づ
く
り
の
技
術
が
日
本

の
誇
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
の
在

り
方
が
日
本
の
誇
り
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
大
き
な
機
会

が
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

　

環
境
や
人
口
が
変
わ
り
、
人
々
の
意
識
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
現
代
。﹁
何
の
た
め
に
、
そ
し

て
誰
の
た
め
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
進

め
る
の
か
﹂
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇

年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
向
け
て
、
新
た
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
バ
リ
ア
バ
リ
ュ
ー
の

視
点
で
広
げ
て
い
き
ま
す
。

た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
の
親
和
性

は
高
い
で
す
。
実
際
に
障
害
者
の
場
合
は
、
訪

れ
や
す
い
店
舗
が
あ
る
と
繰
り
返
し
利
用
す
る

と
い
う
傾
向
が
強
い
た
め
、
良
質
な
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
一
方

で
施
設
面
積
や
立
地
に
よ
る
制
約
を
受
け
や
す

く
、
思
う
よ
う
に
改
装
が
進
ま
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、＂
ハ
ー
ド
＂
は

変
え
ら
れ
な
く
て
も
＂
ハ
ー
ト
＂
は
変
え
ら
れ

ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
製
品

や
施
設
に
関
わ
る
ハ
ー
ド
の
領
域
だ
け
で
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
ソ
フ
ト
の
領
域
の
両

立
が
更
な
る
効
果
を
生
み
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
も
、
思
い
込
み
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
存
在

し
ま
す
。例
え
ば
、手
話
は
聴
覚
障
害
者
に
と
っ

て
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
で
す
。

た
だ
し
、
英
語
と
同
じ
で
日
常
的
に
使
用
し
な

け
れ
ば
覚
え
ら
れ
な
い
た
め
、
手
話
を
使
え
る

聴
覚
障
害
者
は
約
一
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
難
し
い
手
話
を
覚
え
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
談
や
口
話

で
会
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
基
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現代の日本に求められるユニバーサルデザイン視点〜ハードとソフトの両立〜

垣内　俊哉
株式会社ミライロ　代表取締役社長
一般社団法人日本ユニバーサルマナー協会　代表理事
生まれつき骨が弱く折れやすい病気により、車椅子で生活を送っている。自身の経験を元に、大学在学中に同社を設立。全国の商業施設や公共
施設のユニバーサルデザイン化のコンサルティングを手がける。2014 年、日経ビジネス「2014 日本の主役」において日本を変える 100 人として選
出されるなど受賞歴多数。
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リアフリー」にまで言及する、充実した内容のものです。代表を務められる垣内俊哉さんにこれからのユ
ニバーサルデザインについて語っていただきました。

い
ま
す
。
一
方
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

す
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、

疑
問
に
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
現
在
宿

泊
施
設
で
は
、
五
〇
室
に
つ
き
一
室
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
の
部
屋
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
で
す
が
、中
に
は
﹁
こ
こ
は
病
院
か
？
﹂

と
思
う
ほ
ど
、
部
屋
中
に
金
属
製
の
手
す
り
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
り
、
む
や
み
や
た
ら
に

広
い
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
過
度
な
設
備
が
あ
る

部
屋
は
使
い
た
く
な
い
人
が
多
い
た
め
、
結
果

的
に
稼
働
率
も
下
が
り
ま
す
。﹁
障
害
者
に
は

こ
れ
が
便
利
な
の
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
、
な
ん
と

な
く
の
思
い
込
み
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
障
害
の
あ
る
当
事
者
が
施
設
の

現
地
調
査
を
行
っ
て
、
改
善
が
必
要
な
箇
所
を

洗
い
出
し
た
り
、
設
計
段
階
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
当
事
者

の
視
点
で
細
か
く
見
て
い
く
と
、
一
施
設
あ
た

り
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ヶ
所
の
改
善
点
が
出
て
く

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
期
間
と
コ
ス
ト
に
よ
っ

て
改
善
す
べ
き
優
先
順
位
を
つ
け
ま
す
。
全
て

の
障
害
者
や
高
齢
者
が
完
璧
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ロ
は
、
障
害
を
価
値
に
変

え
る
﹁
バ
リ
ア
バ
リ
ュ
ー
﹂
と
い
う
考
え
の
も

と
、
国
籍
や
性
別
・
年
齢
・
障
害
の
有
無
に
関

係
な
く
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
会

社
で
す
。

　

起
業
に
至
っ
た
の
は
、
大
学
在
学
中
の

二
〇
一
〇
年
の
こ
と
で
し
た
。
私
自
身
も
先
天

性
の
病
気
の
た
め
、
車
い
す
に
乗
っ
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
明
治
時
代
の
先

祖
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
遺
伝
性
の

も
の
で
し
た
。
車
い
す
を
利
用
す
る
自
身
の
視

点
、
経
験
、
感
性
を
活
か
す
べ
く
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
進
め
る
に
至
っ
た
の
は
、

継
続
性
を
重
視
し
た
か
ら
で
す
。
今
ま
で
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
社
会
貢
献
と
い
っ

た
、
社
会
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
、
継
続

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
株
式
会
社
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
、
経
済
的
価
値
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
る
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
経
済
的
価

値
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
企
業
等
へ
の
導
入
が

増
え
、
結
果
的
に
社
会
は
良
く
な
り
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
大
き
な
市
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
約
三
一
八
九
万
人
、
障
害
者
は
約

七
八
八
万
人
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る
で

あ
ろ
う
三
歳
未
満
の
子
ど
も
は
約
三
一
五
万

人
。
合
わ
せ
る
と
四
〇
〇
〇
万
人
超
と
な
り
、

日
本
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
人
々
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
と
行
動
を
共
に
す
る
家
族
や
友
人
を
含

め
る
と
、
そ
の
数
は
更
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
差
別
解
消

法
や
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
交
通
機

関
や
公
共
施
設
を
中
心
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
導
入
は
進
み
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
外
出
増
加
が
見
込
ま

れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
商
業
施
設
や
教
育
機
関

も
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
見
て
も

日
本
は
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
は
半
世
紀
も
前
に
日
本
が
最
も
早
く
開

発
し
ま
し
た
し
、
一
日
の
平
均
利
用
者
数
が

五
〇
〇
〇
人
以
上
の
駅
の
九
〇
％
以
上
が
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
に
お
い
て
は

法
律
や
条
例
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
使
い
づ
ら
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
﹁
思
い
込
み
バ
リ
ア
フ

リ
ー
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
視
覚
障

害
者
が
利
用
す
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
誘
導
先
が

階
段
で
は
な
く
ス
ロ
ー
プ
に
繋
が
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
者
に
は
欠
か
せ
な
い
ス
ロ
ー
プ
で
す
が
、

視
覚
障
害
者
の
中
に
は
遠
回
り
を
す
る
よ
り
も

階
段
を
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
く

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も

が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
、
現
状
を
的
確
に
把
握
し
、
少
し

ず
つ
で
も
改
善
し
て
い
く
姿
勢
で
す
。

　

事
業
を
進
め
る
中
で
、
様
々
な
業
種
業
態
で

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ニ
ー
ズ
を
感
じ
ま

す
。
例
え
ば
、
結
婚
式
場
の
在
り
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
近
年
の
披
露
宴
の
出
席
者
は

平
均
六
〇
人
か
ら
八
〇
人
程
度
で
、
十
数
年
前

の
半
分
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
東

日
本
大
震
災
以
降
は
家
族
を
大
切
に
す
る
式
の

傾
向
が
あ
り
、
親
族
で
あ
る
高
齢
者
も
参
加
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
機
関
に
お
い
て
も
変
化

が
起
き
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
学
生
の
大
学

進
学
率
は
こ
の
十
数
年
で
約
二
倍
に
増
加
し
ま

し
た
。
少
子
化
の
影
響
を
受
け
る
大
学
に
お
い

て
も
、
障
害
の
あ
る
学
生
や
地
域
の
高
齢
者
が

通
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

飲
食
店
や
理
美
容
室
な
ど
も
接
客
業
で
あ
る

当事者が講義を務める、ユニバーサルマナー検定の様子

点字が読める視覚障害者は約 10％であるため、点字だけではなく数字が浮き出る
凸文字の工夫も求められる

見た目が一般のデラックスルームとほぼ変わらないバリアフリールーム

講演する筆者

大学のバリアフリー情報を記載したマップ

4 
号館 

3 
号館 

1 
号館 

6 
号館 

5 
号館 

7 
号館 

2 
号館 

8 
号館 

駐車場 芝生 
道路 歩道 

傾斜の急な坂道 スロープ 建物入口（段差なし） 

凡例 エレベーター 多目的トイレ 食堂 卒煙支援ブース 車イス駐車場 
1F 
B1F 

Ryukoku University  Seta Campus

龍谷大学 瀬田キャンパス

野球場

図書館

青朋館
体育会系と文化系サークルのクラブ
ハウスとして利用されています。
1階はロッカールーム、シャワー室
を完備。2階は100人規模の演奏も
可能な吹奏楽部の練習場になって
います。

自然科学・社会科学・人文科学の
バランスがとれた蔵書構成で、冊
数は約34万冊。特に海外の文献・
資料が豊富に揃っています。イン
ターネット、視聴覚コーナーも充実
しています。

 

1 号館 
瀬田教学部　理工学部 
教務課・学部情報掲示板 

3 号館 
国際文化学部 
教務課・学部情報掲示板 

6 号館 
社会学部 
教務課・学部情報掲示板 

2号館

3号館

4号館

5号館

6号館

7号館

8号館
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』
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連
載 

第
五
回　

枚
方
市
大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

時
代
の
変
遷
と
都
市
化

　

戦
後
の
日
本
は
、
経
済
復
興
の
中
で
都
市
化

が
進
み
、
地
方
か
ら
大
都
市
へ
と
人
々
が
移
り
住

む
こ
と
で
、
そ
の
周
辺
都
市
も
影
響
を
受
け
て
ス

プ
ロ
ー
ル
的
に
新
た
な
都
市
化
が
進
み
ま
し
た
。

　

都
会
に
は
様
々
な
仕
事
が
発
生
し
、
従
来
で
は

得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
地
位
や
所
得
を
自
ら

獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
々

が
集
ま
り
経
済
発
展
が
よ
り
加
速
さ
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
博
を
契

機
と
し
て
日
本
の
都
市
核
が
形
成
さ
れ
、
人
々
が

暮
ら
し
、
働
く
場
と
し
て
の
建
築
物
で
あ
る
住
宅

や
工
場
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
建
設
や
土
木
構

造
物
で
あ
る
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
都
市
基

盤
施
設
の
整
備
が一
気
に
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
ニュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
鉄
道
の
結
び
つ
き
を
考
え

る
時
、
各
私
鉄
沿
線
で
は
電
鉄
系
の
ニュ
ー
タ
ウ
ン

開
発
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
鉄
道
へ
の
乗
降
客
数

を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
に
、
百
貨
店
や
球
場
、
そ

し
て
遊
園
地
な
ど
も
出
来
て
、
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン

と
し
て
の
住
宅
地
区
の
拡
大
と
そ
こ
に
住
む
人
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
娯
楽
施
設
な
ど
の
充
実
も
図

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代

に
ま
す
ま
す
都
市
の
魅
力
が
拡
大
し
、
計
画
的
な

大
規
模
な
住
宅
団
地
が
出
来
る一方
で
無
秩
序
な

開
発
等
に
よ
る
住
宅
も
多
く
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
五
年
に
制
定
さ
れ
た
建
築
基
準
法
に
よ

り
、
建
築
物
は
﹁
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
、
設

備
及
び
用
途
に
関
す
る
最
低
の
基
準
﹂
と
都
市

計
画
に
定
め
ら
れ
る
用
途
地
域
に
よ
り
用
途
制

限
や
建
ペ
イ
率
、
容
積
率
に
よ
る
制
限
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
建
築
物
が一

定
の
ま
と
ま
り
を
持
ち
、
将
来
あ
る
べ
き
土
地
利

用
の
姿
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

都
市
の
骨
格
と
な
る
道
路
や
公
園
・
緑
地
、
下

水
道
な
ど
も
都
市
計
画
決
定
し
、
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
行
う
こ
と
で
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

枚
方
の
ま
ち

　

枚
方
市
は
、
京
都
・
大
阪
・
奈
良
の
中
間
に

位
置
し
、
古
く
か
ら
人
や
物
資
の
重
要
な
交
通

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
﹁
淀
川
﹂
や
﹁
生

駒
の
み
ど
り
﹂な
ど
自
然
豊
か
な
風
土
に
恵
ま
れ
、

百
済
寺
や
桜
の
花
を
詠
ま
れ
た﹁
渚
の
院
﹂
な
ど
、

都
人
と
の
関
係
も
深
い
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

　

枚
方
の
ま
ち
も
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と
そ

れ
に
伴
う
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
、
東
洋
一
と
い

わ
れ
た
香
里
団
地
や
楠
葉
の
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
ニュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
が
進
み
、
住
宅
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
の

骨
格
と
な
る
国
道
一
号
や
近
年
開
通
し
た
第
二
京

阪
道
路
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
京
阪
電
車

や
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
も
あ
り
、
平
成
二
六
年
四
月
に
人
口
四
一
万
の

中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

枚
方
と
言
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
を

テ
ー
マ
と
し
た
﹁
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
大
菊
人
形
﹂

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
菊
人
形
を
製

作
す
る
菊
師
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
り

二
〇
〇
五
年
に一
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
現
在
は
、
市
が
主
催
す
る
講
習
会
を

受
け
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
﹁
市
民
菊
人

形
展
﹂
や
﹁
枚
方
宿
街
道
菊
花
祭
﹂
等
、
菊
に

関
連
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
お
り
、
秋

に
は
﹁
菊
﹂
一
色
に
彩
ら
れ
、
市
民
が
支
え
る
枚

方
の
菊
文
化
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
状
況

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
急
激
な
都
市
化

の
中
で
安
全
性
や
新
た
な
住
宅
の
供
給
に
主
眼

が
置
か
れ
た
た
め
、
市
街
地
と
一
体
と
な
っ
た
歴
史

的
景
観
や
自
然
景
観
の一
部
が
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
た
各
地
の
自
治
体

で
は
、
独
自
に
景
観
条
例
や
要
綱
を
制
定
す
る

な
ど
し
て
、
景
観
の
整
備
と
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
限
ら
れ
た
平
野
部
に
都
市
が
形
成

さ
れ
人
口
密
度
も
高
い
た
め
土
地
に
対
す
る
権
利

意
識
も
高
く
、
い
わ
ゆ
る
﹁
敷
地
主
義
﹂
と
し
て

建
築
基
準
法
や
都
市
計
画
法
な
ど
の
法
律
に
さ

え
適
合
す
れ
ば
、
自
由
に
建
築
で
き
る
と
い
う
考

え
方
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。　

　

確
か
に
、一つ
の
建
築
物
が
芸
術
性
に
す
ぐ
れ
人

目
を
引
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
既
存
の

建
築
物
を
含
め
、
そ
れ
ら
が
連
な
る
こ
と
で
、
美

し
い
景
観
を
奏
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
築
物
と
背
景
に
あ
る
風
景
や
寺
社
な
ど
の
歴

史
的
建
造
物
と
の
関
係
も
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
な
っ
た
事
例
で
は
、

各
自
治
体
が
持
っ
て
い
る
地
域
特
性
に
応
じ
た
自

然
や
歴
史
的
資
源
に
根
ざ
し
た
も
の
に
影
響
が
あ

る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
関
連
し
た
事
例
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
共
通
す
る
点
は
、
数
字
で
は
表
す

こ
と
の
出
来
な
い
感
覚
的
な
も
の
が
失
わ
れ
る
、

ま
た
、
違
和
感
が
生
ま
れ
る
な
ど
感
じ
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
公
共
的
な
財
産

を
失
う
と
い
う
危
機
感
か
ら
景
観
に
対
す
る
市
民

意
識
が
高
く
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
、
各
自
治
体
で
は
、
自

主
的
な
基
本
計
画
の
策
定
や
景
観
条
例
、
要
綱
の

制
定
、
高
度
地
区
の
指
定
や
風
致
地
区
や
美
観

地
区
等
の
指
定
拡
大
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
景

観
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
提
起
や
行
政
指
導
の
限
界
、

そ
し
て
、
景
観
施
策
に
対
す
る
国
か
ら
の
財
政
支

援
等
に
不
十
分
な
点
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
十
五
年
に

国
土
交
通
省
よ
り
、﹁
美
し
い
国
づ
く
り
政
策
大

綱
﹂
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
全
国
景
観
会
議
や

景
観
形
成
推
進
協
議
会
等
に
よ
る
要
望
も
あ
り
、

平
成
十
六
年
に﹁
景
観
法
﹂が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
景
観
の
意
義
や
そ
の
整
備
・
保

全
の
必
要
性
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
地

方
公
共
団
体
に
対
し
、
い
ざ
と
い
う
場
合
の一定
の

強
制
力
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

枚
方
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
都
市
景
観
と
い

う
側
面
か
ら
実
現
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成
六
年
に﹁
枚
方
市
都
市
景
観
基
本
計
画
﹂
を

策
定
し
、
公
共
施
設
は
も
と
よ
り
、
民
間
の
建

築
物
等
に
お
い
て
も
市
民
、
事
業
者
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
良
好
な
景

観
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
一一
年
に
は
、﹁
枚
方
市
都
市
景

観
形
成
要
綱
﹂
を
施
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
の
変
化
や
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
平
成
二
五
年
に
﹁
枚

方
市
都
市
景
観
基
本
計
画
﹂
を
改
定
し
、
平
成

二
六
年
四
月
か
ら
は
中
核
市
移
行
に
よ
る
景
観
行

政
団
体
と
し
て
、﹁
枚
方
市
景
観
条
例
﹂
を
施

行
し
、﹁
枚
方
市
景
観
計
画
﹂
と
あ
わ
せ
て
法
的

実
効
性
を
も
た
せ
、
よ
り
一
層
良
好
な
景
観
形
成

の
推
進
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
景
観
計
画
で
は
、
全
域
を
景
観
計
画

区
域
と
し
、
そ
の
う
ち
良
好
な
景
観
の
形
成
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
区
域
を
景
観
形
成
区
域

と
し
て
い
ま
す
。
景
観
形
成
区
域
は
、
淀
川
や

穂
谷
川
等
の
主
要
な
河
川
沿
い
を
﹁
河
川
景
観

軸
﹂、
主
要
な
道
路
で
あ
る
国
道
一
号
な
ど
の
道

路
沿
い
を
﹁
道
路
景
観
軸
﹂、
東
部
地
区
に
あ

た
る
生
駒
山
地
に
連
な
る
区
域
を
﹁
東
部
景
観

区
域
﹂
と
し
、
景
観
を
形
成
す
る
上
で
特
に
重

要
で
あ
る
区
域
を
﹁
景
観
重
点
区
域
﹂
と
し
て
、

枚
方
宿
地
区
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
枚
方
宿
地
区
は
、
か
つ
て
の
東
海
道
の
宿

場
ま
ち
と
し
て
、
本
陣
の
ほ
か
旅
籠
や
茶
店
な
ど

も
軒
を
並
べ
賑
わ
い
が
あ
り
、
伝
統
的
様
式
を
持

つ
建
物
が
多
く
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

都
市
化
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
、
歴
史
的
な
建
物
や
ま
ち
な
み

が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
地
区
を
歴
史
的

景
観
保
全
地
区
と
し
て
指
定
し
、
歴
史
的
環
境

の
保
全
と
調
和
を
目
指
し
て
、
地
域
特
性
に
沿
っ

た
景
観
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
二
日
曜
日
に
﹁
五
六
市
﹂
と
い

う
手
作
り
市
が
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ

り
開
催
さ
れ
、
昔
の
賑
わ
い
が
復
活
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。　

　

平
成
二
六
年
が
景
観
法
制
定
一
〇
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て

﹁
近
畿
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
が
一一
月
に
枚
方
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。景
観
行
政
団
体
と
し
て
、

ス
タ
ー
ト
し
た
年
に
偶
然
に
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

運
営
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
内
外
に
情
報
発
信
す
る
大

き
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
景
観
行
政
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
門
川
京
都
市
長
よ
り
、
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
専

門
家
の
立
場
か
ら
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の
門

内
先
生
か
ら
は
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
本
質
に
つ

い
て
、
様
々
な
事
例
を
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
も
の
と
し
て
、﹁
建
築
は
個

人
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
の
も
の
で
あ
る
町

並
み
の
構
成
要
素
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、﹁
敷
地
主
義
﹂
か
ら

の
脱
却
を
は
か
り
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
を

核
と
し
て
﹁
景
観
ま
ち
づ
く
り
﹂、﹁
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
﹂、﹁
ま
ち
の
活
性
化
﹂
を
結

び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

景
観
形
成
の
推
進
に
向
け
て
は
、
長
期
的
な

視
野
に
た
っ
て
行
政
と
市
民
、
事
業
者
が
相
互
に

理
解
し
あ
い
、
活
動
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、﹁
ま
ち
を
デ
ザ

イ
ン
﹂
す
る
視
点
で
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

活
用
な
ど
に
よ
る
建
築
・
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
の
質

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
、
市

民
が
誇
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち﹁
枚
方
﹂
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
下
　
明
弘

　
枚
方
市
都
市
整
備
部
都
市
整
備
推
進
室（
景
観
住
宅
担
当
）課
長

一
九
六
〇
年
　
大
阪
市
生
ま
れ
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
卒

一
九
八
三
年
　
枚
方
市
入
庁

二
〇
一
四
年
　
四
月
よ
り
現
職

枚方宿鍵屋と菊の写真

樟葉駅方面を望む風景写真

枚方宿の無電柱化写真

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
都
市
の
魅
力
ア
ッ
プ

文　
　

松
下　

明
弘
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大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

あけましておめでとうございます。

上 田 茂 久

山 本 尚 ・ 設 計 工 房
大阪市天王寺区東高津町１２－１３－１４０５

山 本 尚 子

実り多き一年であります様願います。

大阪市中央区本町３－４－８
株式会社 東京建物アメニティサポート

森 田 茂 夫

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

松 村 慶 三

サンヨーホームズ株式会社
大阪市西区西本町１－４－１

小 嶋 和 平

For the best life：総合住生活提案企業

一般社団法人大阪総合経営研究所理事長
学校法人常翔学園理事

鈴 木 和 夫

鹿 島 建 設 株 式 会 社
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

藤井寺市小山９－１１－１７
尾 鍋 建 築 設 計 事 務 所

尾 鍋 裕 実

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

大阪市中央区農人橋２－１－３０
株式会社 繁建築構造設計事務所

稲 葉 繁 夫

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

亀 井　忠 夫
 

株式会社 大建設計大阪事務所
大阪市西区京町堀１－１３－２０

菅 野 尚 教

佐 野 吉 彦

株式会社 小 西 設 計
大阪市西区立売堀１－１２－１６

湯 浅 安 彦

謹んで新春の祝詞を申し上げます。

株式会社 綜 合 積 算
大阪市北区東天満１－１１－１９

宮 川　明 夫

ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

岩 永 裕 人
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町１－５

（三共梅田ビル）

株式会社 石本建築事務所大阪支所
大阪市中央区南本町２－６－１２

（サンマリオンNBFタワー）

小 林 　 務

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

希望は星に、足は大地に

瀬 尾 忠 治

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

建 設 会 社

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｉｓｅｉ．ｃｏ．ｊｐ/
常務執行役員関西支店長 山 田 文 啓

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

専務執行役員
支 店 長 押　味　至　一　

取締役社長
専務執行役員
大阪本店長

白　石　  達
長谷川　  博

本　　社：東京都 港 区 港 南 2 - 1 5 - 2 電話 03（5769）1111
大阪本店：大阪市北区中之島 3 - 6 - 3 2 電話 06（6456）7000

謹賀新年 2015謹賀新年 2015建築設計事務所

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大



2015.01  建築人 2425 2015.01  建築人

本部　〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-4-23  撞木橋ビル4階
 電話06(6443)0 3 4 5（代）
 ＦＡＸ06(6443)0 3 4 8
支部　関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp/

立　野　純　三

一般
社団
法人

大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）

ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社 
基 礎 事 業 部 
大 阪 支 店 
 
名 古 屋 支 店 
 
四 国 支 店 

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大阪市中央区南船場４-１１-２８（Daiwa南船場ビル）
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

石川工場

会　長 藤　田　訓　彦

一般社団法人

会　長 太　田　　隆

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-6-14 朝日生命辰野ビル2階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

一般

住まいに、人に、安心を。 
住宅情報相談センター 

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 
心斎橋東急ビル4階 
事 務 局　06-6253-0071 

http://www.osaka-jutaku.or.jp 

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

25 あなたのデザインで
　スマホケース
       1個から！

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！
http://chuwa.shop-pro.jp/

ツイッター
Facebook も更新中
「いいね」をお願いします検索中和　オンデマンド 私たちは和歌山トライアンズを応援しています。

がんばれ
トライアンズ！

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 矢　野　邦　彦

お客様の満足と価値創造の深化を目指して

建材・設備会社 他 建材・設備会社 他

謹賀新年 2015謹賀新年 2015
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■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『黒燻くろいぶし』

栄和瓦産業株式会社
http://www.eiwakawara.com/

取材：中間伸和／建築情報委員会委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦
イズム」を通し、これからの時代に社会か
ら必要とされる瓦づくりに挑戦しようと考
えています。今年も淡路瓦イズムを実践し
ている会社を紹介しています。
　今回は淡路のいぶし瓦の新手法「黒燻」
の開発に精力を注いでいる栄和瓦産業株式
会社です。

　「銀色の淡路いぶし瓦が浸透している地
域でも、随分黒燻を使って頂けることが多
くなってきました。」と語るのは栄和瓦産
業株式会社の浜口社長。
　「黒燻」とは、淡路の土を使ってつくる
いぶし瓦の手法に改良を加え、新品であり
ながら長く使ったいぶし瓦のような均一の
黒い艶消しを持つ瓦です。
　一般の淡路いぶし瓦は、1000 度で焼い
てその後「燻化」させて出来上がるが、こ
の「黒燻」は、高温の 1080 度まで焼き進め、
その後冷まして 900 度で「燻化」、炭素膜
を作り、そのまま 600 度まで来た時に一
気に空気を入れて再び焼くことによって二
度焼き状態となり、土の中深く焼き込まれ

ることにより完成する。
　瓦は職人さんが施工しやすくする為に、
製品誤差を出来るだけ少なくする必要があ
るが、高い温度で焼いている分、縮み、ね
じれが大きくて製品精度を出すのが難し
く、商品化までは随分開発改良が必要だっ
たそうです。
　その「黒燻」。初めは淡路で使われるこ
とが主だったのが、徐々に使われる地域が
広がり、また、使われ方も多様になってき
たそうです。
　「当初は、その特性から古民家改修に使
われることが多かったのですが、設計者の
新発想で、店舗等にも使われることが多く
なってきました。また、製品の特長でもあ
る凍害性の心配の無さから、寒冷地でも使
われ出しました。」とのことです。
　製造の工程が複雑になることから普通の
淡路いぶし瓦より価格が少し高くなるの
で、屋根屋さんからの問い合わせは少ない
が、その意匠性からか設計者からの問い合
わせが最近ぐっと増えているそうです。
　「いわゆる口コミといいますか、どうやっ
て知ったのだろうと思う地域の設計者から

の問い合わせも多くなってきています。で
すので、こちらも大量に売ってというので
はなく、良い物を良い場所に使ってもらう
という考えで対応しています。淡路の瓦の
銀色だけでなく、淡路の土で作る黒にも注
目してもらいたい。やはり淡路でしか作る
ことができないものにこだわっていきた
い。」とのこと。
　設計者のこだわりから、特注役物を使い
面白みの多い設計になっている場合が多い
そうで、特注に関しては、納期にも即座に
対応できるようにする為、地域で協力して
分業制でつくる協力体制が出来上がってい
るとのことです。

　「黒燻」の使い方はこれからも無限大に
広がっていきます。ぜひ新発想で設計者の
オリジナリティを発揮してみてください。
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和形黒燻瓦

　
　

理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

十
二
月
十
二
日︵
金
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
四
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
収
支
状
況
・
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

十
一
月
末
日
の
当
期
経
常
差
引
額
は
、収
入
一一
五
、六

〇
〇
、二
八
三
円
、支
出
八
八
、七
六
八
、四
八
九
円
、差

引
二
六
、八
三
一
、七
九
四
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

今
月
よ
り
年
度
末
ま
で
の
収
支
決
算
を
見
込
み
、

逐
次
理
事
会
に
お
い
て
精
査
し
て
、
一
・
二
月
度

で
は
予
算
案
編
成
の
根
拠
と
す
る
。

現
状
は
約
三
三
〇
万
円
の
黒
字
収
支
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。主
な
要
因
は
、

全
般
的
な
支
出
減
の
努
力
が
あ
る
。耐
震
評
価
業

務
は
予
想
を
上
回
る
件
数
に
よ
っ
て
差
引
額
も
対
予

算
の
二
倍
を
超
え
る
。Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
の
登
録
料
納
入

率
は
約
九
割
と
高
い
が
、予
算
時
の
想
定
数
過
多
で

対
予
算
減
と
な
る
。研
修
事
業
は
技
術
講
習
等
の

受
講
者
数
減
等
が
原
因
で
予
算
を
下
回
っ
た
。教
育

事
業
は
支
出
減
を
工
夫
し
て
来
年
度
も
実
施
す
る
。

︵
２
︶
建
築
士
版
監
理
技
術
者
講
習
に
つ
い
て

連
合
会
か
ら
の
標
記
講
習
実
施
協
力
を
受
け
て
、

本
会
で
は
、
連
合
会
方
針
に
添
う
べ
く
基
本
的
に

実
施
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

た
だ
し
、
建
設
業
法
の
範
疇
で
実
施
す
る
こ
と
の

意
義
を
質
問
し
、
登
録
講
習
機
関
は
単
位
会
ご
と

で
な
く
、
連
合
会
が
全
国
を
一
本
化
す
る
同
機
関

と
な
っ
て
牽
引
す
る
べ
き
で
あ
る
と
要
望
を
行
う
。

︵
３
︶
新
設
Ｗ
Ｇ
の
設
置
と
理
事
分
掌
に
つ
い
て

﹁
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支
援
Ｗ
Ｇ
﹂
は
維
持
管

理
に
関
す
る
相
談
及
び
相
談
員
の
養
成
、﹁
鑑
定

業
務
支
援
Ｗ
Ｇ
﹂
は
建
築
紛
争
解
決
や
鑑
定
に
必

要
な
専
門
知
識
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
そ
れ
ぞ

れ
の
設
置
趣
旨
と
し
て
二
種
の
Ｗ
Ｇ
を
発
足
さ
せ

て
、
現
職
理
事
が
兼
務
分
掌
す
る
。

建
築
相
談
〜
社
会
貢
献
委
員
会・建
築
相
談
分
科
会

　
　

建
築
相
談
室
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
承
知
の
通

り
建
築
相
談
分
科
会
は
社
会
貢
献
委
員
会
に
属
し
て

い
ま
す
。今
回
は﹁
社
会
へ
の
貢
献
活
動
﹂と
し
て
昨
年

の
話
題
と
今
年
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

建
設
専
門
新
聞
社
記
者
会
見

　

昨
年
九
月
二
四
日
に
建
設
工
業・建
設
通
信・建
設

産
業・
建
通
新
聞・
大
阪
建
設
工
業・
建
設
新
聞
の
各

新
聞
社
に
対
し
て
、岡
本
会
長
を
始
め
正
副
会
長
と

伊
藤
社
会
貢
献
委
員
会
委
員
長
、専
務
理
事・事
務

局
長
が
記
者
会
見
を
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
記
事
は
、

九
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
に
各
業
界
新
聞
で
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。本
会
の
取
り
組
ん
で
い
る﹁
ヘ
リ
テ
ー
ジ
部

会
﹂﹁
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
部
会
﹂の
新
設
、建
築
相
談
を

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
毎
日
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
団
体
と
の
懇
談
会

　

十
月
九
日
に
は
消
費
者
情
報
ネ
ッ
ト
、全
国
消
費
生

活
相
談
員
協
会
、日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
消
費
者
団
体
と
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
こ
で
は
本
会
活
動
の
紹
介
に
加
え
て
、建

築
関
係
法
令
改
正
の
紹
介
、建
築
相
談
の
現
況
と
課

題
等
の
話
題
提
供
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
か
ら
感
じ
た
こ
と

　

私
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、主

に
建
築
相
談
室
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。昨
年
の
集
計
や
課
題
は
、建
築
人
十
四

年
五
月
号
の
建
築
相
談
や
本
会
の﹁
建
築
相
談
室
﹂

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内﹁
相
談
室
活
動
報
告
﹂を
ご
参
照
下

さ
い
。昨
年
四
月
に
作
成
し
た
、建
築
相
談
室
の
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
も
配
布
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

建
築
士
の
存
在
と
そ
の
役
割

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
消
費
者
団
体
と
の
懇
談
会

で
あ
る
方
が
言
わ
れ
た﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
を
一
級
建

築
士
に
し
て
い
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。も
っ
と
大
き
な

建
築
が
中
心
で
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
は
聞
い
て

も
ら
え
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。﹂と
言
わ
れ
た
こ

と
で
す
。電
話
相
談
で
も
現
地
相
談
で
も
、建
築
士
や

設
計
者
が
介
在
し
な
か
っ
た
が
た
め
に
問
題
が
大
き
く

な
っ
た
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
、そ
れ
ら
を
紹
介
し
な

が
ら﹁
建
築
士
﹂の
役
割
を
説
明
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
一
般
の
消
費
者
か
ら
の
敷
居
は

高
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
、中
古
建
物
の
イ
ン
ス
ペ

ク
シ
ョ
ン
制
度
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、建
築
士
の
存
在
や

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。建
築
士
会

と
し
て
も
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
活
動
と
広

報
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
相
談
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
定

　

建
築
相
談
室
で
は
、二
〇
〇
〇
年
に
住
ま
い
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク﹁
マ
イ
ホ
ー
ム・建
て
方
、買
い
方
﹂を
編
纂
し

発
行
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、建
築
相
談
室
で
の
経
験

を
踏
ま
え
て﹁
建
て
た
後
で
泣
き
を
見
な
い
た
め
に
﹂を

二
〇
〇
六
年
に
改
訂・発
行
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
家
づ

く
り
を
円
滑
に
進
め
る
為
の
ツ
ー
ル
を
目
指
し
て﹁
と

き
め
く
家
づ
く
り
の
素
﹂を
二
〇
一二
年
に
発
刊
し
ま
し

た
。建
築
を
取
り
巻
く
状
況
は
、日
々
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。最
後
の﹁
と
き
め
く
～
﹂発
行
か
ら
三
年
を
迎
え

る
本
年
に
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
動

き
出
し
ま
し
た
。建
築
士
会
と
し
て
市
民
へ
の
広
報・啓

蒙
活
動
の一
助
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
相
談
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
表
紙

　
　
編
集
後
記

橋
本
頼
幸

　

ひ
ろ
ばHIROBA

は
、
昨
年
十
月
か
ら
﹁
今
、

自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
﹂
と
題
し
て
大
阪
府
内

の
自
治
体
に
お
願
い
し
て
、
各
自
治
体
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
や
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

建
築
士
や
建
築
士
会
に
求
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
執
筆
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
府

か
ら
始
め
、
大
阪
市
・
堺
市
・
八
尾
市
と
今
号
の
枚

方
市
で
五
自
治
体
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
昨
年
か
ら
岡
本
会
長
が
行
っ
て
お
り

ま
す
各
自
治
体
へ
の
訪
問
と
意
見
交
換
を
き
っ
か
け

に
、
建
築
士
会
の
活
動
と
各
自
治
体
の
取
り
組
み
の

橋
渡
し
に
な
る
べ
く
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
自
治
体

で
は
、
お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
さ
い
て
い
た
だ
き

原
稿
を
作
成
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
﹁
ひ
ろ
ば
﹂
は
、
黒
川
祐
樹
委
員
と
私
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
執
筆
依
頼
の
前
に
、
執
筆
内
容
も

含
め
て
各
自
治
体
で
ご
担
当
い
た
だ
く
方
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
直
接
お
話
を
伺
う

と
、
自
治
体
が
何
を
考
え
て
、
何
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
か
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
執
筆
の
際
に

は
、
建
築
士
会
や
建
築
士
に
求
め
る
こ
と
を
含
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
に

と
っ
て
も
建
築
士
会
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
と
思
っ
て
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
建
築
人
﹂
は
会
員
建
築
士
に
と
っ
て
有
益
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
治
体

を
は
じ
め
広
く
社
会
全
体
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

の
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
建
築
士
会
や
建
築
士
の
活
動
が
、
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

　
い
ず
れ
も
お
問
い
合
わ
せ
は

事
務
局
ま
で



■プロフィール
岸　和郎　Waro KISHI
建築家、京都大学大学院工学研究科建
築学専攻教授
1950年、横浜市生まれ。1978年、京都大学大学院
修士課程建築学専攻修了。1993年～2010年、京
都工芸繊維大学にて教鞭をとる。その間、カリフォルニ
ア大学バークレー校、マサチューセッツ工科大学で客
員教授を歴任。1993年、日本建築家協会新人賞、
1996年、日本建築学会賞、2006年、デダロ・ミノス国
際賞審査員特別賞など、国内外において受賞多数。

■建物データ
建 築 主：宗教法人GLA
設　　計：K.ASSOCIATES / Architects
施　　工：藤木工務店
所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：宗教施設
竣　　工：2013年5月
構造規模：鉄骨造　地上6階建
敷地面積：1,635.06㎡
建築面積：1,034.88㎡（南棟のみ）
延床面積：2,837.64㎡（南棟のみ）

建築人 No.607  平成27年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

GLA近畿会館　K.ASSOCIATES / Architects  岸  和郎

　大阪府吹田市、交通量の多い環状道路沿いに建つ、鉄骨
造 6 階建て、宗教施設の計画である。
　幹線道路沿いのファサードには、安定した室内環境を確保
しつつ、環状道路を走る車からも容易に識別可能な建物とす
るために、外部側はプロフィリットガラス、室内側には透明ガ
ラスを用いたダブルスキン構造を採用している。半透明のガラ
スファサードは、昼間は内部の人々の動きを緩やかに映し出し、
夜になると大きな照明器具のように都市に浮かび上がる。
　高さ制限の異なるエリアにまたがって建つ建物であり、西側、
北側は高さをおさえた計画となっているが、それを利用し、最
上階以外の低層階にもトップライトを配した計画としている。
　内部は集会機能と事務機能が主であり、日常的に会員が使
用する空間、特にエントランスホール、250人収容可能な講堂、
常時開放されている聖堂には、それぞれの目的に合わせたかた
ちでトップライトからの光や、屋外の緑を導入し、都市の喧噪
の真っただ中に居ながらも、自然光あふれる静粛に満ちた空間
の中で、日々の活動が行われるよう計画した。
撮影：小川重雄写真事務所  小川重雄　第6回建築人賞奨励賞受賞作品
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